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      新型コロナウイルスに感染しないようにするために  
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神
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教
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木
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元
に
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花
咲
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の
山
河
変
ら
じ
十
三
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誉
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背
越
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入
学
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さ
ら
白
き
桃
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ぼ
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讃
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富
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穭
ひ
つ
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を
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い
ば
み
て
を
り
二
羽
の
白
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の
言
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思
案
す
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午
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甘
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香
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や
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由
紀
子 

早
春
や
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大
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又
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去
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羽
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と
共
に
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教
室
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に
転
ぶ
こ
と
習
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権
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（
神
郷
小
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「
や
め
よ
う
よ
。
」 

そ
う
言
え
る
の
は 
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５
年 

曽
我
部 

茅
依
（
ち
い
） 

 

ど
ん
な
時
も 

笑
顔
に
勝
る 

も
の
は
無
し 

 

６
年 

深
江 

律
希
（
り
つ
き
） 

神郷校区の人口 
人 口   9,850人 
（男）    4,764人 
（女）    5,086人 
世帯数    4563世帯 

令和2年3月末現在 

 

  

 
 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
は
・
・
・ 

こ
れ
ま
で
に
、
人
に
感
染
す
る
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
は
、
７
種
類
見

つ
か
っ
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
つ
が
、
昨
年
12
月
以
降
に
問
題
と
な
っ
て

い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
で
す
。
こ
の
う
ち
、
４
種

類
の
ウ
ィ
ル
ス
は
、
一
般
の
風
邪
の
原
因
の
１０
～
１５
％
（
流
行
期
は

３５
％
）
を
占
め
、
多
く
は
軽
症
で
す
。
残
り
の
２
種
類
の
ウ
ィ
ル
ス
は
、

2002

年
に
発
生
し
た
「
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
や

2012
年
以
降

発
生
し
て
い
る
「
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）」
で
す
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
あ
ら
ゆ
る
動
物
に
感
染
し
ま
す
が
、
種
類
の
違
う
他
の
動
物
に

感
染
す
る
こ
と
は
稀
で
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
（
７０
％
）
な
ど
で

感
染
力
を
失
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は 

 

ま
ず
は
、
一
般
的
な
感
染
症
対
策
や
健
康
管
理
を
心
が
け
て
下
さ
い
。

具
体
的
に
は
、
石
鹸
に
よ
る
手
洗
い
や
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ

る
消
毒
な
ど
を
行
い
、
で
き
る
限
り
混
雑
し
た
場
所
を
避
け
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
十
分
な
睡
眠
を
と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
で
す
。 

ま
た
、
人
込
み
の
多
い
場
所
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。
屋
内
で
お
互
い
の

距
離
が
十
分
に
確
保
で
き
な
い
状
況
で
一
定
時
間
を
過
ご
す
と
き
は
ご

注
意
下
さ
い
。 

  

１
手
洗
い 

 

ド
ア
ノ
ブ
や
電
車
の
つ
り
革
な
ど
様
々
な
も
の
に
触
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
自
分
の
手
に
も
ウ
ィ
ル
ス
が
付
着
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

外
出
先
か
ら
の
帰
宅
時
や
調
理
の
前
後
、
食
事
前
な
ど
こ
ま
め
に
手
を

洗
い
ま
す
。 

 

２
普
段
の
健
康
管
理 

 

普
段
か
ら
、
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け 

免
疫
力
を
高
め
て
お
き
ま
す
。 

 

３
適
度
な
湿
度
を
保
つ 

 

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
の
粘
膜
の
防
御
機
能
が
低
下
し
ま
す
。

乾
燥
し
や
す
い
室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
、
適
切
な
湿
度
（
５０
～ 

６０
％
）
を
保
ち
ま
す
。 


